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倍数性ギ ン ブナ の 受精に つ い て

中久 木正則，沢野敬
一，戸谷弘 之，梶島孝雄 （信大 ・理 ・生 物 ）

Fertilization　 of 　the　polyploid　ginbuna

MAsANORI 　NAKAKuKI ，　KEHcHI 　SAwANo ，　HIROYuKI 　TOYA ，　TAK △o　KAJIsHIMA

　雌婬発生 に よ り繁殖す る と考 え られて い る 3 倍性ギ ソ ブ ナ 雌 に ，遺伝的 に 優性 の 雄 透 明 鱗 ｛生金魚を 交配す

る 。時 と して ，F1 の
一

部に 透 明鱗性 の 個体 が 出現す る 。 そ こ で 3 倍性 ギ ソ ブ ナ の 受精過程を再検討す る た め，
組織学k

’
J　ee察を行 な っ た 。そ の 結果 　3 倍性 ギ ソ ブ ナ に は ，こ れ まで 報告 され て ぎた 様 に ．精 子 核 が 発生 を 付

活する だげで ，F ユ ゲ ノ ム に 関与 し ない もの の 蛇に ．精 子 核 の 膨潤，雄性前核化 を起 こ すもの が あ る 。 膨潤 し

た 精子核は ．雌性前核 と接着し，F ・ ゲ ノ ム に 組 み 込 まれ る もの と考 え られ る。 こ の よ うな系 に 属す る F、 の

DNA 量 と培養細胞の 染色体数を観察 し た と こ ろ，3 倍 性 個 体 の 他に ，染 色体数 200 前数の 4 倍性個体が 含ま

れ る こ と が 明 ら か と な っ た 。恐 らく，自然集団 の 中で見出 され る 4 倍性 ギ ソ ブ ナ の
一
部は．こ の よ うに して 生

じた もの で は な い か と考 えられ る 。

倍数性ギ ン ブナ の 配偶子 形成 に つ い て

児島勝明，梶島孝難 （信大 ・理 ・生）j 松村清隆 （北大 ・理 ・臨ぬ），川 島真帆 （千 葉 大 ・理 ・生）

Game しegenesis 　of 　the 　polyploid　ginbuna ，　Cara∬ ius　 aleratats ’angsdorfii

KATsuAKI 　 KoJIMA ，　 TAKAO 　 KA ∫ISHIMA ，　 KIYoTAKA 　 MATSUMuRA ，　 MAHO 　 KAwAsHIMA

　3 倍性 ギ ソ ブ ナ の 配偶子形成 に お い て ，果 して 遺伝 子 の 組換 え が 起 こ る か どうか を 確か め るた め，卵母細胞

の 染色体観察 を 行 っ た。また 自然産 お よび研究室で 自然交配 して 得 た 3傭性 ギ ソ ブナ 雄 を材料 と して ，精子形

成過程 に つ い て も観察を行 っ た 。 2倍 性 フ ナ で は遺伝于 の 組換え が起 こ リキ ア ズ マ が形成 され る の に 対 し て ，
3 倍性 ギ ン ブ ナ で は 接 合 期 に

一
部の 相同染色体間 で 接合が お こ るが ，厚糸期以降組 み 換えが起 こ ら ず キ ア ズ マ

が 形成 され ず に 解接合 し．1 価染色体 の 状態と な る。しか し，接合期 に 接合 して い た 相同染色体の うち ，わ ず

か の 組 で 組み 換えが 起 こ りキ ア ズ マ を形成す る 場合もあ る と考 え られ る。中 期 以 降各染色体 が縦裂 して 両極 へ

均等分裂 し， 3 倍性 の 染色体数 が 卵 に 引き継がれ る と考えられ る 。 3 倍性ギ ン ブ ナ 雄 で は．中期 ま で は 3 倍性

ギ ソ ブ ナ 雌 と同様な 過程 を 経 る が，それ以降 不均等分裂す る 可 能性 が 考 え られ「る。

倍数性ギ ン ブナ の 染色体数モ ザイ ク に つ い て

村山裕
一

（京大 ・霊 長 類研），児島勝明，中久木正 則 t 梶 島孝雄 （信大 ・理 ・生）

Chromosomal 　mosaic 　individual　appeared 　in　polyploid　ginbuna
YU 匸CHI 　MURAY 乱MA ，　KATSUAKI 　KOJIMA ，　 MASANORI 　NAKAKUK 正，　TAKAO 　KA 亅IS田 MA

　倍数性 ギ ン ブ ナ と シ ，t ブ ン キ ソ と の 交配実験 で 得 た 仔魚 の うち，雄個体が 出 現 し た 系続があ っ た。こ れ ら雄

個 体 の 赤 血 Pt　DNA 量を顕微分光測 定 した 結果，2 倍性 の 値を示す もの があ っ た。さ ら に フ 卩
一

サ イ トメ ト リ

ー
で 赤血球 DNA 量 を解析した結果，2n，3n，4n の DNA 量 を もつ モ ザ イ ク 個体 が 存在 して い る事 が 判 明 し

た 。こ れ ら仔魚 問 で 行 っ た 鱗移植 が 全 て 生着 した 事．電 気泳 動 に よる isozyme 変異 が 見い だ せ なか っ た 事，
シ 、ブ V キ ン 雄親 の 優性形質で ある透 明鱗が こ れ ら仔魚 に 発見されなか っ た 事 か ら考 え 合わ せ て ，こ れ ら 仔魚

が 3 倍性卵 よ り gynogenesis に よ っ て 発生を開始 し，そ の 後細胞分裂時に 不 均等分裂 に よ っ て モ ザ イ ク 化が

生 じた と考え られ る。さ ら に こ の モ ザ イ ク 個体の 精巣中 の 精細胞の 大きさに 明らか な相違 が 見 られ，生殖細胞

もモ ザ イ ク化 して い た 可能性 が ある 。 雄個体の 出現は 性腺細胞 の モ ザ イ ク 化 と関連 して い る の で は ない か と考

えた 。
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